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禽夏らしい夏も来ず雨ばかり降っている.これでは

農作物に大きな被害が出るだろう.奥尻島の津波や

九州の土砂崩れだと,多くの人命を奪う災害が続い

ている.家族を亡くされた方々にお悔やみ申L上げ

たい.関東大震災から70年目の9月1日がまもな

くやって来る.自然災害に立ち向かう我々の知恵は

どれだけ進歩したろうか1

禽今月号は通常号として企画したが,都合により,

先月号に予定した稿も含まれている.針谷宥先生に

は特に六号のためにご執筆頂いた.ご多忙にもかか

わらず,予定を早めてご寄稿頂いた事に厚くお礼申

L上げる次第である.またこの件でご助力下さった

当所前首席研究官の大嶋和雄氏にもお礼申し上げ

る1日本の地球科学研究史初期の人物伝的な稿をい

ろいろな方にお願いしてご執筆頂き,今後も時折掲

載していく予定である.

禽今年に入って発行の遅れが目立つようになってき

た.数多くの購読老には大変申し訳ない事である.

担当編者の怠慢も主たる原因のひとつだが,原稿の

遅れや不備も無視できない.原稿の形式に関して

は,六号末尾に掲載した手引を参照されたい.

合口絵の著者としてしばしば私の名前が出て来るの

で,世界のあちこちを旅行して歩いているかのよう

な誤解を一都の人に与えているかも知れない.しか

し実際には,私はアフリカにもスベイソにもアイス

ランドにも行ったことはない.これらの口絵は,原

稿が無い時のために準備しておいたもので,その作

成手順は以下のようである.

禽当所に来た各国の研究老からスライドを見せても

らい,その内容を聞く.主な写真を選び,簡単な解

説を付けてもらう.これを基に割付を考えながら原

稿を作る.多くの場合,ただ訳したのでは日本人向

けの原稿にはならないので,全体のイメｰジをつか

むため関連論文を参照しつつ導入部め解説文を書

き,同時に写真を選び直す.もちろん写真の提供老

とは何度がやり取りをする.六号の場合,3月末帰

国直前に写真を借りたので,このやり取りはスペイ

ンとの問でファクスを通じて行われた.幸いご子息

が招聰研究老として滞在しており,スペイン語に直

された質問に父上から翌日返事が来るというぐあい

で,ファクスの有難さを改めて感じさせられた.

禽こうした作業は,うまくいくと半日程度で終わる

が,馴れない分野の場合2-3日はかかる.六号の

ように,連載を予定していたのに1回分に圧縮し

たげればならなくなる事もある.けっこう煩わしい

のである.LかL,写真を見ながらその地その分野

の専門家の話を聞くので,多少現地をのぞいたよう

な気にはなれる.このように,いわば聞き書きで作

成した原稿であるから,迫力に欠ける点もあろう

し,何か不備があれば,責任の大半は私にあるとい

う事をお断りしておかねばならない.

傘ところで,世はいま恐竜ブｰムだという.映画に

絵本にキャラクタｰ商品に,恐竜がはびこっている

のだそうな.だがこれをもって世の中が地質学に目

を向けつつあるなどと早合点してはならない.日本

型メダカ社会に乗じた商魂が見え隠れしている.
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